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に
従
ひ
て
m殺
し
、
諸
氷
の
初
七
千
九
円
五
十
討
に

一
一悩め
、
見
政
三
年
滋
老
し
て
止
盟
と
鋭
し
、
説
四
年

束
。
、
後
米
コ
一
千
石
を
加
へ
、
計
一
瓜
九
刊
訂
・1
石

一
段
、
年
じ
十
二
。

の
内
二
千
間
一
山
一
二
十
行
を
奥
力
知
と
し
、
そ
の
臓
は

一

ヲ
パ
タ
ミ
ツ
キ
ヨ

小
限
満
z
m
迎
椴
左
兵
衛

御
小
綿
措
m
よ
り
泌
ん
で
家
老
と
な
り
、
全
的
以
代

一
左
京
。
初
締
術
伝
。
伐
永
三
年
父
宮
内
放
倫
明
也
印
刷
に

に
補
し
た
o
w地文
凶
年
退
休
し
て
不
人
と
務
し
、
本

一
よ
り
知
行
を
技
牧
せ
ら
れ
た
を
以
て
、
十
一
且
十
入

品
肺
千
石
を
諮
老
僚
と
し
、
八
年
に
桜
し
た
。

一
日
新
知
二
千
石
青
山
畑
ひ
、
不
保
十
二
年
二
月
二
日
三

ヲ
パ
タ
ナ
ガ

ハ
ル

小
縮
長
治

初
祢
H
H
好
。
左

一
十
二
以
軒
以
て
閉
山
し
た
。

兵
衛

・
円
山
内
と
総
L
、
長
次
の
焔
到
で
あ
っ
た
。
父

↑

ヲ
バ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
小
涜
紳
社

河
拍
州州大
相帆布

の
奴
俊
一

郎
九
山
五
十
石
(
内
-
一
千
凶
川
三
十
日臼
胤
二

に
銀
腿
ず
る
。
式
内
等
部
制
犯
に
、『
小
出
前
泊
。
式

力
知
〉
を
製
品
科
し
て
前
川
綱
紀
に
刊
へ
、
火
削
役
と

一
門
一
出
。
小
山
郷
思
作
船
諜
銀
座
。
時
以
前
大
巳
れ
命
。

な
り
、
元
秘
十
年
間
却
し
た
。

一
今
栴
a
閉
山
川
印
船
川
柳
…
一
郷
之
惣
副
也
。』
と
あ
る
が
、

ヲ
バ
タ
ナ
ガ
ム
ネ
小
橋

長

旨

泌
総
父
助
。
一
μ
一
小
出
郷
の
か
引
の
存
在
は
読
し
い
。
又
一
に
担
。
旅
館
槌

は
巾
川
H
N
純
白
沢
m
m
で
、
小
川
相
日
目
次
に
廷
は
れ
た
も

一
引
と
も
い
う
た
。
も
と
は
m
H
m
舟
地
内
に
在
っ
た
が
、

の
O
M
L
長
治
的
政
後
配
分
知
エ
一行
討
を
栄
け
、
氏
永

一
兆
政
十

一
年
五
月

41
ハ
H
の
地
山
に
批
山
町
悦
州
出
し
、

七
年
御
山
印
刷
~
に
斑
し
、
叫
子
保
Jl
三
年
九
且
十
コ一

H
七

一
不
利
三
年
十Hn=一
一同
位
耐
雌
む
災
に
催
。
、
天
保
二

十
三
肢
を

U
て
残
し
た
o
H
K
旨
か
ら
凶
代
的
次
郎
に

一
年
七
月
行
川
出
川
山
即
日
に
刷
出
。
、
明
治
官
二
年
入
且

Lr
o
、
天
川
凶
年
九
NM
Jl
凶
H
一
門
に
御
預
と
な

O
二

ご
H
今
め
大
刑
制
布
的
地
に
柿
じ
た
。

T
1
年
間
月
什
七
日
知
行
そ
N
n
政
さ
れ
た
。

一

ヲ
パ
マ
テ
イ

小

涜

邸

若

狭
h

出
版
部
小
川
出
に
加

ヲ
バ
h
M
/
プ
マ
サ
小
幡
信
政
泌
総
一小
=
一
o
完

句
削口、山山
叩が
あ
っ
た
o
そ
の
側
投
に
就
い
て
は
明
ら
か

口火
七
郎
兵
衛
信

V2判
官
長
け
、
一
-
一
刊
討
を
伺
し
、

一
で
た
い
が
、
先
永
同
一
年
山
士
艇
に
伎
は
ま
ん
御
側
栄
町り

合
前
潜
行
か
ら
手
保
」
aa

年
預
玄
院
防
御
引
物
川
州
と

一
中
に
、
結
狭
御
米
間
中
行
川
一
口
木
村
七
左
衛
門
と
い
ふ

な
。
、
内
一
む
を
加
へ
、
犯
保
三
年
御
必
、
究
結
』
一年

一
者
が
あ
る
か
ら
、
治
時
こ
の
米
政
的
v
め
っ
た
こ
と
が

問
A
七
十
沢
訟
を
以

τ制
限
し
た
。

一
知
ら
わ
、

χ
七
左
術
門
白
後
そ
の
問
を
裂
い
だ
も
の

ヲ
バ
タ
ヒ
ト
ヤ

小
時四
回
獄
小
川
刷
唆
河
め
刻
。

一
が
な
い
の
で
、
久
し
か
ら
ず
機
せ
ら
れ
た
こ
と
が
築

制
仙
利
H
M
に
仕
へ
て
凶
刊
石
を
制
L
、
大
以
内
役
に

一
せ
ら
れ
る
。
後
小
出
侠
加
問
弁
民
が
外
附
そ
修
岱
す
る

こ
，
九
で
尚
一
つ
を
他
た
。
子
孫
川
々
し
初
に
竹
へ
る
。

一
の
み
で
、
誕
地
内
知
一岳
、
以
恕
に
あ
っ
た
り
で
、
見
文

ヲ
パ
タ
ミ
チ
ヒ
サ
小
宿

泊

久

初
部
長
必

・
縦

一
一見
年
二

H
加
賀
滞
は
之
を
樹
到
氏
に
附
興
し
た
。
木

久
。
大
炊
・
左
京
九
兵
街
と
斜
L
、
父
}
制
約
む
後
を

一
叩仙
の
邸
中
広
幾
何
で
あ
っ
た
か
も
亦
不
明
で
あ
る
。

交
け
て
純
二
千
石
を
制
し
た
。
泊
久
日
イ
は
稲
光
、
税

一

ヲ
ハ
ラ
小
原

能

尖
榔
向
山
下
に
臨
す
る
押
川
町
問
。

は
鍛
削
、朗
自
を
恕
芸
艇
と
い
ふ
。
人
と
お
り
新
w
間
二

ヲ
ハ
ラ

小
原

石
川
m
u
慌
庇
に
臨
す
る
締
結
。

酒
を
出
品
し
て
的
役
的
に
洗
ふ
如
く
で
あ
っ
た
が
、
持

一
文
化
入
年
の
琵
物
他
附
出
制
袋
告
に
、
小
原
村
領
に

を
好
み
、
校
合
を
似
し
て
日
m
R
川

・
不
世
叩
波
別
等

一
益
す
る
前
北
土
を
文
化
元
年
よ
れ
，
幅
削止
め
た
こ
と
が

と
交
っ
た
。
覧
延
二
年
大
航
自
と
な
り
、
明
利
二
年

一
記
さ
れ
て
居
る
。

ヲ
ハ
号
イ
シ
小
原
石

石
川
制
石
切
小
限
か
ら

一
位
す
る
石
材
を
い
ふ
。
元
政
巾
の
加
結
能
箆
物
m
U
上

限
に
は
石
切
小
原
村
か
ら
ふ
せ
石
等
を
切
削
す
と
あ

。
、
貸
出
m
十
三
年
の
郡
上
に
は
、
布
切
小
限
村
山
か

ら
御
用
の
石
を

切
開
し
た
が
、
一二
十
，年
以
前
か
ら

降
し
た
と
あ
る
。

ヲ
ハ
ラ
ウ
ヂ
マ
ス
小
原
氏
釜
大
明
寺
滞
士
。

泊
鰐
在
入
、
間
口
氏
従
又
は
悼
師
、
文
英
・的問問
・不
飢

又
は
慈
山
盟
と
凱

L
、
狩
野
引
を
能
く
し
、
白
山
紀

行
の
一括
も
め
る
o
m
A
政
一
冗
年
十
二
月
間
盟
、
平
年
七
十

」ハ。
ヲ
ハ
ラ
ケ
ン
ゾ
ウ
小
原
窓
再
臨
調
咋
一
的
四
川
の

人
。
広
永
田
年
に
住
ま
れ
、
n
m
u
を
戯
曲
射
水
似
の

泊
長
右
衛
門
定
制服
に
尽
ん
で
一
品
弟
で
あ
っ
た
。
明
治

八
年
地
開
制
改
正
の
除
、

ω知
郷
の
丈
市
に
従
ひ
、
大

正
八
年
七
且
平
年
六
十
九
で
札
幌
に
残
し
た
。

ヲ
ハ
ラ
ゴ
エ
小
原
越
河
北
川
に
在
っ
て
、

一

に
松
制
越
と
い
ふ
。
同
梢
喝
凱
か
ら
刷
切
・州
子
駅
・

松
棋
を
料
、
越
中
の
凶
界
に
京
旬
、
問
宙
開
披
榔
内
山
・

五
郎
丸
に
泌
ず
る
。
加
腿
闘
評
記
天
文
官
一

年
明
氏

宗
摘
出
山
地
内
段
に
、
『
河
北
部
小
限
・
高
坂
の
者
ど
も

向
ふ
ベ

L
。』
と
あ
る
か
ら
、
小
限
と
い
ふ
村
が
こ
の

方
聞
に
在
っ
た
如
く
に
思
へ
る
が
、
さ
う
し
た
も
の

は
無
い
の
で
あ
る
。

ヲ
ハ
ラ
コ

レ
ア
キ
ラ
小
原
惟
彰

活
様
奥
左
衛

門
・県
九
郎
・惣
左
衛
門
。
明
和
七
年
父
太
郎
兵
衛
正

方
の
辿
知
二
百
石
を
受
け
、大
小
将
御
脇
田
中
行
か
ら

ヲ
ハ
ラ

小
原

河
北
初
出
出
荷
郷
に
臨
す
る
邸
前
。

ヲ
ハ
ラ

小
原

臥
京
榔
本
木
的
内
の
小
守。

ヲ
ハ
ラ
イ
シ
小
原
石

石
川
彬
大
平
均伸か
ら
益

す
る
石
M
o
m
石
安
山
岩
で
、
的
紅
色
石
器
巾
に
白

色
長
石
及
び
虫
色
卸
石
を
散
在
し
、
誤
認
に
し
て
盟

、
。

L
 

ヲ，、

九
四

定
番
町
に
京
り
、
文
化
近
年
刊
出
十
石
を
加

へ
、
文

政
六
年
致
刊
し
て
宗
犯
と
鋭
し
、
天
保
八
年
七
月
八

十
問
併
を
以
て
夜
し
た
。

ヲ
ハ
号
ソ
ウ
ザ
エ
モ
ン
小
原
惣
左
衛

門

附

H

翁
に
従
っ
て
太
平
記
辺
被
抄
を
尽
び
、
刷
出
利
治
に

仕
へ
て
刊
訂
十
石
を
泣
け
、
附
子
光
市
に
侍
し
て
之

を
州
国
へ

、
間
年
併
を
宗
混
と
ぽ
め
た
。

子
孫
H
N
〈
滞

に
仕
へ
る
。

ヲ
ハ
ラ
ソ
ウ
ザ
エ

モ

ン

小

原
惣
左
衛
門
正
保

以
後
W
H
文
の
初
版
御
持
物
都
中
行
を
勤
め
、
防
安
ご

4

W円び
任
ぜ
ら
れ
、ー
以
U
T
凶
年
残
し
た
。
惣
友
術
刊
は

初
代
惣
左
衛
門
の
子
で
、
亦
納
流
の
兵
訟
を
前
川
綱

紀
に
似
へ
た
。

ヲ
ハ
ラ
タ

ウ

ゲ

小

原

綜

能

尖
山
附
午
門
川
の
支

流=一
q

谷
川
を
迎
。
、
=
一
ぷ
行
を
終
て
、
越
前
大
町
川

小
限
に
中
.
ろ
凶
境
の
峠
。
向
さ
一
一
ニ

O
六
米
。

ヲ
ハ
ラ
ハ
チ
ロ
エ
モ
ン
小
原
八
郎
右
衛
門
山

旧
綱
紀
に
仕
へ
て
二
刊
行
を
受
け
、
大
小
路
組
に
列

し
て
御
純
一
米
E
あ
っ
た
が
、
正
也
二
年
抗
月
四
日
間

十
一
ハ
肢
で
奴
L
、
一払
断
刻
し
た
。

ヲ
ハ
ラ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ

小
原
山
城
」
カ
ム
リ
ガ

ダ
ケ
ジ
ヨ
ウ
冠
，
叫
m
M
明
。

ヲ
ハ
リ
チ
ョ
ウ
尾
張

町

金

制仰
の
川
丘
町
O
Ji
一
一

加
御
定
訟
に
殺
せ
る
主
将
池
町
筋
川
潤
附
に
、『
三
川

二
間
以
尺
、
m
m山
川
」
と
見
え
る
vo
町
れ
の
同
採
は

明
ら
か
で
な
い
。
惚
伽
紺
ぷ
に
口
、
地
必
荒
子
か
ら

別
総
し
た
足
料

・
小
朽
の
臼
し
た
加
と
し
、
加
附附引

波
山
口
銭
に
も
利
家
.か
瀧
子
か
ら
白
辿
札
た
ド
人
の
引

所
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
=
一
州
名
跡
芯
に
は
、
利
家

入
械
の
時
分
、
荒
子
で
用
命
を
放
っ
た
川
人
を
行
中叶

せ
て
居
住
せ
し
め
た
加
で
あ
る
と
す
る
。

ヲ
ハ
リ
Z
チ
シ
ョ
ウ

小
針
謎
庄

承
久
二
年
の

文
自
に
加
賀
同
小
剣
誼
椛
が
昆
え
る。

石
川
郡
中
出
世


